


協
会

け
ん

ぽ
の

規
模

03
48
0万

人
(国

民
の
3.
6人

に
1人

)が
加
入
者

。
O中

小
企

業
・
小
規
模
企

業
が

多
く
、
事

業
所
数
の
3/
4以

上
が
従
業

員
9人

以
下

。

O保
険
者

の
位

置
付

け
Q2
年

3月
莉

O協
会

の
事

業
所
規
模

別
構

成
セ4

年
3月
末

)

0馬
74
歳

75
歳

以
上

一
従

業
員

10
0～

99
9人

 2
%

自
営

業
、

無
職

等
従

業
員

30
～

99
人
 5
%

従
業

員
2人

以
下

4
2%

サ
ラ
リ
ー

マ
ン

従
業

員
10
～

29
人

15
%

従
業

員
5～

9人

1ヽ9
%

従
業

員
3・

4人

17
%

財
政

1基
盤
‐ が

腕
弱
‐ な
協
‐ 会
け
ん
ぱ

中
小

日
小

規
模

企
業

の
事

業
主

白
従

業
員

、
そ

の
御

家
族

に
適

切
な

ご
負

担
の

も
と
で

、
安

心
し
た

医
療

を
保

障
す

る
た

め
に

、
次

の
点

を
改

め
る
必

要
が

あ
る
。

(1
)経

済
成

長
や

、
賃

金
の
伸

び
に
合

っ
た

医
療

費
の
適

正
な
伸

び
と
な

る
よ

う
医
療

の
効

率
化

(2
)厳

し
い
状

況
下

に
あ

る
中
小

日
小
規
模

企
業

の
保

険
料

負
担

の
緩

和

従
業

員
10
00
人

以
上
 0
.0
4%

国
民
健

康
保

険
3,
91
0万

人

(1
,7
23
市

町
村

3,
57
0万

人
、

16
5国

保
組

合
34
0万

人
後 期 高 齢 者 医 療 制 度

7広
域

連
1,
39
0万

人

全
国

健
康

保
険

協
会

3,
48
0フ

Jノ
【

健
康

保
険

組
合

1,
47
3組

合
、
3,
00
0万

人

共
済

組
合

77
組

合
、
90
0万

人



ウ
傘

il聾
限
準
ツ

圏
ゥ

平
q尋

多
脅
草
?斡

音
軍
章
0軒

割
ョ

0/00雪
・
6“

停 R%匹
コ6

%Z・
8-%St8遊

剛000′
と

▼

000′
雪

▼

000′
g▼

000′
子

▼

000′
7

000イ
E

000イ
g

日
勤

攣
i旨盤

鍔
鴨

駆
翻

0章
圭
予壱鞠

じ
胃
覇
摘
亮
守
あ
吾

°升
翌

=1出
期

00ご
8▼

ユ
¥瓢

寺
LZ軍

l(善
半

日告
普

摯
首

)宰
鞘

義
草

●
留

出
期

00げ
9■

1瓢
寺
8L桁

期
引

善
率

瓢
寺

黄
昭
ギ

郭
寺

6L

ＯｉＯ　Ｏ

穀
朝
0里

整
亭

鞘
銅

華
耳

抑
ヨ

考
黄

0浮
lγ

■
1彰

靱

0,平
3普

撃
ユ
率

昌40専
争

平
371?ョ

寺
ST軍

士
軍
l副

韓
(悪

)

,'''併

古t.口
,ニ

ユ ニ ユ開
(蔓

料
戦
甑
部
裕
平
帯
Y曜

割
盟
躍

)

Y餞
,単
順
準
靭
・

],隠
80酎

尊
撃
晋
・

ィ毛辞
rri弔

料 軍
|:rri

革
当

ヨ

%Z80▼
 

革
独

隅
準

単
雀

僻
持

準
ぐ
製
¥摯

8)

¥叫
④
酵

尊
卑

翠
O首

じ
1な

t

攪
号予把

i呈晋晋
11Tぱ

評子 号稗
単丹 聾暑試縄

鋸
螢 ‐

~    
す謡

盤
掲
Ъ
鑑
る

子
p朝

0(胴
!l14載

説
向
平
宗
YL)Y抑

鮮
割
潮
ぎ
【
喜
Ⅲ
廟
輸
ヨ
あ
平
幕
YL

叩
副
0理

揮
割
普

0浮
lγ

■
l導

鞘



受 し
の 給

で 支
所 で

療 断
診 判

日 の
院 者

病 険
保ヽ

えヽ 　 ヽ

考 て
え 苔 え

性 代
便 に

利 給
の 支

者 の
入 剤

加 薬
のヽ ｏ

は で の

費 局 も

養 薬 る

療 や い
療 て

可 ―

が 　 要 の

下 る 重 費

や え が 養

大 考 点 療

増 を 視 ヽ

の 政 う も

費 財 い に

療 の と め

医 者 る た

る 険 す る

よ 保 用 す

に い 活 保

化 し に 確 ｏ

齢 厳 効 を る

高 る 有 頼 あ

の よ を 信 が

日 に 源 の 要

人 響 財 ら 必

影ヽ 療 か む

化 の 医 者 組

度 与 た 入 り

高 給 れ 加 取

の る ら にヽ

療 け 限 り 化

医 続 ヽ あ 正

り と で 適

２

【表
】柔

整
、
は
り
灸
、
あ
ん
ま
等
に
係
る
療
養
費
の
推
移

(推
計

)
(金

額
!億

円
)

区
分

平
成

12
年

度
瑚

韓
度
i勅

T度
1瑚

韓
度

平
成

19
年

度
平

成
20
年

度
平

成
21
年

度
H1
6・

H2
1‐

■
転

|

H1
2■

H2
1

比
較

30
1,
41

阜?T
統

 '
F!
窮
―
普 !f

子
倍 

!型
f群

■:
38
,9
51

12
11
,

４
‐ 「 引

● “ ９
‐

全 体

柔
整
  
! 
  
  

…
対
前
年
度
伸
び
率

3,
37
C

3,
49
8:

3,
63
6

o,
80
0:

36
拓

39
%

55
妊

23
1

は
リ
タ
と
  
| 

…
…
…
…
……

1対
前

年
度

伸
び

率

16
2

21
5

29
〔

97
物

45
0

22
フ

レ

‐

中 ３
０

あ
ん
摩
等
 !
  
  

…
対

前
年

度
伸

び
率

11
3H

計
  
!…

対
前
年
度
伸
び
率

3,
74
7 
  
  
 3
19
84

4,
14
0

4,
41
6i

4,
57
Z

慨 郷̈
1 
  
  
  
50
拡

ま 駆
| 

…
ま 誘
~ 
  

ま 杭

（ 政 管 健 保 ）

協 会 け ん ぽ

柔
整

45
1

35
99

18
t

41
.0
,

は
り
灸

1〔

11
11
0,

２ ” ６
‐

あ
ん
摩
等

15
61
3,

1 
  
 1
1

38
93
,

45
21

47
,0
1

61
%

72
拓

89
%

83
%

39
%:

)K
l 
「
柔
整
」
、「

は
り
灸
」
、「

あ
ん
摩
等

J欄
の
数
値
に
つ

"「
全
体

」欄
の
数
値

は
、
金
制
度
を
通

じ
た
療
養

費
の
推
計
値

(厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
と
り
ま
と
め

)

・「
協
会

け
ん
ぼ

(政
管
健

保
)」
欄
の
数
値

は
、
政
管
健
保
・
協
会
け
ん
ば
に
お
け
る
療
養

費
(給

付
費
谷
―
ス

)の
実
績
値

※
2「

H1
6-
H2
1比

較
」
、「

H1
2T
H2
1比

較
」欄

は
、
そ
れ

ぞ
れ
平
成

16
年

ま
た
は
平
成

12
年

と
平
成

21
年

の
数
値
を
比
較

し
た
と
き
の
増
加
数

日 伸
び
率

出
典

:厚
生
労
働
省
資
料

社ヽ
会
保
険
庁

,事
業
年
報

」
全ヽ

国
健

康
保
険
協
会
「

事
業
年
報

」

7



ウ
夜
神

士
寺

OZ軍
士

寺
8「

甲
士

考
9「

軍
士

寺
レ
こ
軍

と
寺
そ
こ
軍

士

こ
こ

こ
。

‐
‐

‐
‐

‐
‐

~4●
‐・

・
‐

甥
コ
昌
キ各

一
千
る
と
口割

γ
守

ヨ
性

蝉
ヨ

蝉
Cウ

畢

岬
動
講

緊
警

00可

0モ
F

0そ
こ

Ot7F

0雪
丁

091

0と
1

【
(専

争
平
■
700T=寺

τこ軍
士

)専
隠
町
熟
②
環
YOユ

平
考
夜
軍
士
脅
、γ
考
孤
神
士
】

8

「
降
早

準
Fa19亨

甥
」
「`
霊

躍
岬

怪
普
・
山
gョ

機
邸

=蝉
ョ

」
予

例
革

亨
』

:稲
甲

を
pEHl・

将
ElrttTo♀

?平
3韓

打
多
副
1韓

0寺
ZZ軍

士
子
寺

ZI軍
と
ツ
シ
ッ
2｀

や
1盟

臨
打

Z7H一
τ

lH
」

9※
聯
YOn斗

守
Y望

01口
Y｀

平
1騨
「
Y望

0,軽
」

ヤ
※

孝
p母

0脅
平
聯
YO蝉

寺
Zヤ

β
学

を
｀平

1鮒
「
孝
p朝

」
e※

副
韓

判
堪

首
ユ
、
1靭

多
首
陥

母
▼
1考

τ
Zコ

士
｀字

O②
ヨ
1韓

0岬
00早

｀蝉
向
軍
ド
岬

コ
昌
十
冬
-4ム

と
・
割

A/守
｀蛸

摯
講

緊
挙

7※
国
1蒋

0蝉
ヨ
ウ
留
ユ
性

ヤ
外
謡

さ γ
身
他

部
雀

ウ
平
=｀

平
|ユ

、10こ
1期「

ョ
程

ヤ
犯

覇
」

L※

は
IIHI西

払
i11'乱

;・
・

i酷
・

i推
声

|,I:品
・

|

Yヒ
OL革

堂
事 CO早

18・
6Z

去
p朝

,9.OZ
聯
Y

!鵠
ri‐鑑

,・
1瑠
〉

ド
Cと
   ,と

9   189

を
,どま

i■
||1鱗

:i■
II?鉢

ふ
i

Yヒ
OL軽

山
事
r4軍

l

iZ・
6Z

)と
9107

著
p朝

雅
Y

と

`と

Z       O/660
控

olヱ
      !%6・

0      0/09・
o

i9`9と
Yヒ

OL単

孝
p朝

稗
Y

山
事
ヨ
]昌

キ
窓
一

千
る
と
・
封

γ
留

`18
】と

8.と
洵

9`レ01  
弾

61的, 
ゃ
39`甲

1 0ウ
ド86  1高

吃心
98と

・96
l・9'

19:89
'0ウ

         
ツ ・
レ
C

/0と

'ウ
|        !%98L

3Zブ
09   

わ
ゥ
6.0ウ

1畿 声
11挽

1・
11:撤 ―

Yヒ
OL単

孝
p朝

聯
Y

山
ヨ
彰

議
緊

著
,69.61

|

19'11

)70`Z
器か

協
‖
ギ 慾

執
111乳

|‖
It登

|

Yヒ
OL鮮

差
p朝

韓
Y

ヨ
出

将
舛

謡

銘か HttH鋒
許

1
た

'「 Z   i1 90Z
%6Z        i%と

・
z

lム
8.0と

7  
化
89`Z9Z

9107

τ
6と

199Z

Y望
OL単

差
p朝

雅
Y

蝉
ヨ

18`9,

9Z168

革常
qイ

ZZH―
ZIH

考
ZZ神

士
考

OZコ
士

i考
81軍

士
寺

91神
士

i寺
ウ
ト軍

士
考

孤
担

士

ユ
lヽC引

象
朝
o準

YO義
蝉

動
講

緊
警

辿
ヨ ヨ



田
聴

人
口

lo
万

人
当
た
り
柔
道
整
復

師
数

―
B―

カ
ロ
入
者

千
人
当
た
り
柔
整
療
養
費
件
数

人
口

10
万

人
当
た

り
柔

道
整

復
師

数
と
協

会
け
ん

ぱ
加

入
者

千
人

当
た

り
柔

整
療

養
費

の
件

数
(平

成
22
年

度
)

90 80 70 60 50 40 30 20 10

0

注
:「
柔
道
整
復
師
数
」
は
平
成

22
年
末
の
数
字
で
あ
る
。
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
平
成

22
年
末
の
宮
城
県
の
人
数
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
宮
城
県
の
み
平
成

21
年
末
の
数
字
を
用
い
て
い
る
。

出
典

:厚
生
労

lW
l省

「
平
成

22
年

衛
生
行
政
報
告
例
」・ 「

平
成

21
年
衛
生
行
政
報
告
例

J、
総
務
省
統
計
局「

平
成

22
年

国
勢
調
査
人
口
等
基
本
集
計
」、

協
会
け
ん
ぼ
月
報

(平
成

22
年
度

)

加 入 者 千 人 当 た り 柔 整 療 養 費 件 数

人 ロ ー ０ 万 人 当 た り 柔 道 整 復 師 数

80
0

70
0

60
0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0

0
滋 賀

二 重
愛 知

静 岡
岐 阜

長 野
山 梨

福 井
石 川

富 山
新 潟

神 奈 川

東 京
千 葉

埼 玉
群 馬

栃 木
茨 城

福 島
山 形

秋 田
目 城

岩 手
青 森

北 海 道
沖 縄

鹿 児 島

宮 崎
大 分

熊 本
長 崎

佐 賀
福 岡

高 知
愛 媛

香 川
徳 島

山 口
広 島

岡 山
島 根

回

◆
和
歌
山

◆
 

京
都

◆
◆

◆
香

川

◆
富

山

◆
東

京

◆
  

◆

全
国
平
均

増
76
.8

◆

辞
●
・

◆

山
口

憲
 

◆
 

守

1.
1

◆
島
根

…
全

国
平
均

:4
01

加 入 者 千 人 当 た り 柔 整 療 養 費 の 件 数

70
0

10
0

lq
  
  
  
20
  
  
  
30
  
  
  
40
  
  
  
50
  
  
  
60

人
口
10
万

人
当
た

り
柔

道
整

復
師

の
数

70
  
  
  
80

R2
=0
`6
84
8

置ゴ
邑全
査 儒
誉♀
髯 脇

匿 磨
銭 森
曾扇
蜘

安 署
督 曇
晶歓

混
撃
鉛

I楊
魯
ナん
ぽ 月
報年

成2
年
間



°(1辛
隼
諄
孝

(1五
‐1-進

報
ユ

即
軍

ウ
諄
l土

畢
1色

｀平
l差

革
凛

革
撃
郵
義
動
講
緊

警
0ヨ

考
レ
z軍

士

°ウ
留
ユ
整
讐
さ γ

]'I堅
｀ユ

平
朝

多
切

砕
辛
撃
9陥

堅
立

｀さ γ
シ
、1ユ

■
町
請
ユ
、1幅

?回
T?革

部
ヨ

母
革
撃
曽
彰
謡
賢
警

°シ
1ヽユ

η
l,量

■
1認

浮
角
ギ
こ
lp朝

②
革
曽
ヨ

ウ
回
T?YI‖

十ヤ
靭
削
軍
1粗

描
潮
沖
期
ヨ

｀主
串

〉
期
さ γ

叫
副

土
珊

幹
珊
除

専
事

｀■
1,監

晋
さ γ
晋
軍
野

｀平
l権

劉
:彰

摯
口
率
誹

②
固
、 γ

幹

望
暫
当
覇
翌
響
里
響

○○

□印
四聖

雪摯
田精

‐ｌｒ竪
臣斡

印寓撃排
鯨彗

翻収
陥￥

□軽
獣準

〓軒
甲昌

重〓
￥聖

じ種
臣黎

華と
瞥選

粗営
裂甲

帥呂
革曽

士学
母野

穫印
静種

督断軍
擦革

撃掌
吉柳

ギ撃

（日）軍０子町士固亭

唖　　　　　Ｏ　　　　　ｍ

■
卜1?干

l華
革
‐準
‐0革

宰
単
争

!摯
‐謡
緊
警
軍
寺
″“ 担

士
‐ iL

(討
■

CZ軍
士
)(雲

②
平
町
士
固
専

)既
紳
0蔓

期
ヨ
向
平
宗

Y卜
学
Y町

1割
善
耳
首
期
賢
悌



○ ○

?■
1柔
通
聾
復

療
養

亀
の
担
正
‐ 4L

―
に
つ
い

て

暑 暑
暑 母
禄 暑
暑 骨
暑 暑
啓 骨
暑 景
讐
と 法
下 号
写 局
竹暴

1縁
上 安
景【 儀
茅 否
響髭
楽 道
銹 唇
墓集
あ 穐
際

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
部
位
数
に
関
係
な

く
施
術

1回
当
た

り
の
料
金

を
定
額

と
す
る
算
定
方
法
に
改

正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在

の
基
準

部
位
数
に
応

じ
て
算
定

(参
毛
ぁ

晶
攣

|は
,次

に
掲

げ
る
部

位
を
単

位
と
し
て
算

定
す

る
。

居 緊
母 居
計暑
講督
畳 瞥

F婦
瞥「
譜 窪
島1共
麒
部、

<捻
挫
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翻
ポ
標 鸞
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予 製

鮮
縄

旨 期
、隅軍
部、

°  
覆 藤
慾簿
桝 塁
縁 観
警 塁
花e

蕃
霞 把
握 習
廷凍
声えヽ

速や
かに
そ部
位
日 長
期
日 頻
回 施
ぃに
対 す
る

<平
成

21
年

11
月

行
政
刷

新
会

議
の
指
摘
>

◆
3部

年
を
保

険
請

求
す

る
場

合
は
保
険
者

に
状
況

口
理

由
を
報

告
す

る
こ
と
と

し
、
給
付

率
を

33
%に

す
る

こ
と
。

現
在

の
基

準

部
位

数
逓

減
率

(注
1)

1部
位

2
部

位

3部
位

4部
位

以
降

0/
10
0

(注
1)
後

療
料

、
温
電
法
料

、
冷
器
法
療
及
び
電
療
料

に
対
し
て
乗

じ
る
率

要
 

望

施
術

1回
当

た
り
の

料
金

を
定

額
化

要
 

望

部
位

数
逓
滅

率
(注

2)

1部
位

2部
位

3部
位

4部
位

以
降

0/
10
0

的
輸

中
師

俳

TT
Tt
tT
干

働

馨
員
畳
離

灘
墨

馨
藝

鞘
同
一
負
傷
原
因
に
よ
る
施
術
に
つ
い
て
は
、
施
術
期
間
及
び
施
術
回
数
の
上
限
を
制
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

(注
3)
具

体
的
な
施

術
期

間
及

び
施

術
回
数

は
、
別
途

協
議

が
必

要
。
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現
在

の
基

準

2k
m以

上
～
3k
m未

満

8k
m以

上
(注

7)

(7
)往

療
料
の
適
正
化

○
 
往
療
料

は
、
原
則

と
し
て
廃
止

さ
れ
た

い
。
な
お
、
や
む

を
得
ず
往
療

を
行

う
場
合
の
基
準

に
つ
い
て
は
、

次
の

と
お

り
改
正

さ
れ
た

い
。

(注
7)
1 
6k
m以

上
の
往
療

は
、
施

術
所

か
ら
の
往
療
を
必
要

と
す

る
絶

対
的

な
理

由
が

あ
る
場

合
の
み

算
定

。
そ
れ

以
外

は
全
額

患
者

負
担

。

現
在

の
基

準
2戸

以
上

の
看
家

に
対

し
て
引
き
続

き
往
療

を
行

つ
た
場
合
の

往
療
順
位
第

2位
以
下
め
看
家
に
対
す

る
往
療
の
距
離
の
計
算

は
、
先
順
位
の
看
家
の
住
居

を
拠
点

と
す

る
。

秀 謙
将 讐
ゑ 覆
香 膏

Pろ
局盟
V暑
慕ゝ
寵鼈
窪予

!駆
鴨試
鷲 補
稲孫
縁 塁
塔 務
督と
留 唇
雀 鼻
暴 腎
誓居
雇 喜

の
再

同
意

書
の

添
付

を
必
須

と
さ
れ

た
い
。

柔
道

整
復

療
養

費
に
関
す

る
不
正
請

求
に
対
す

る
地

方
厚

生
(支

)局
の
指
導
監
査

体
制

を
強
化

し
て

い
た
だ

き
tと

い
。

望
要

複
数

の
看

家
を
巡

回
す

る
場

合
の

往
療

料
は

、
第

1順
位

の
看

家
の

み
算

定
!す

る
こ

と
と

し
、

往
療

順
位

第
2位

以
下

の
看

家
に
対

し
て

は
算

定
し
な

い
。

〇 (2
)不

正
請

求
者

へ
の

対
応

強
化

〇
 

不
正

請
求

を
行

つ
た
施
術
者

及
び
施

術
所

に
係

る
療
養

費
支
給

を
一
定
期

間
停
止

す
る
な

ど
保
険

医
療
機
関

と
同
様

の
措

置
を
設

け
て

い
た

だ
き
た

い
。

要
 

望
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m以

上
～

8k
m未

満

4口
行
― 叫
に
本
る
指
導
‐ 肇
督
の
強
化
等
に
つ
い
て



困

。そ程ミ拘対蝉猛崎Ｇ選卜判や

買わば飾熙′起増対Ｇ導摘投弧器洲′資や白）ミ恐合捜野楔牟逆析長）Ｄ対悪ぶ巡

Ｇ蝉最や翠債投賦′蝉崩郎用と禅拘や投弧′ぶ塙遭（最則は結抵回硬蟹軽押対唖い

法抵巡冨ぷ匝蛍Щ寸貯ｏ侭俳）「ＶそＱ逆鮒陣帥植榔Ｇ判螺眠Ｇ期悶投賦Ｇ細聴抵

や雌遭連螺Ｇ濫ぷ測卿熙」′連）とい遭増梅投賦Ｇぶ剖わ式剖窯″巡監や巡逆劇熙

（削眠）導樫答Ｇ週摘製賦（Φ）

。と世ミ拘に懸ＮペペＮＧ「や■鰹謹Ｖぺ肥抱

Щい恐糸匝Ｇ整慕」（ヽやミ拘―鮮）回畑終る盛麟Ｇ帥粗割鰹謎達螺駅岨′楔村

。と世ミ拘耐懸逆郎肺胆郎Ｇ鞘関投賦抱対日やミ拘蛇翌徒郎

セ鯉楔ミ鞄整用Ｖｐ賦卿和駆無器却′や）とＱ逆ぐぶ程どばや終螺Ｖぺ熙Ｎ神追螺

ＶＤ胚里姫螺―匝終や姫′壇）Ｄ駆遭再揮岬Ｇセ鯉冨軽や■按逆起螺無叫′逆避

。そ世ミ鞄投羅抱国「Ｇ黙回悠捜わば田銀峰螺′坦）とＱ逆終螺

やヽ逆図Ｋぶ巡―匝′逆や利用や■翌慧抱悪頌岬Ｇセ鯉鰹軽や■長逆終螺駅叫・担

続嶋逆ミヤ閑′ぺ村憩抱（。やヽ逆さ盟和郎セ鯉′Ｄ対対日や■ｕ韓杓租即・媒採

足神巡ミ連く田ぶや■キ肥窓軽抱導崩い）揺鯉Ｇ帥総鮒様悪ぷｔＣЩヨ貯尽想畔

（削郎）導想Ｇ再慎壇Ｇセ翌蟹軽や卜液里追娯録叫・担猛喘（Ｎ）

。こ楔ミ拘螺駅逆糸十四′ＶるＱ逆郎肺Ｇ（ｏ）恐

代（ぺ）Ｇ耐降′廼逆く田ぶや■郎抱肛世遭統饗Ｇ翌セ窯耶慨′堤や。そ翌ミ拘螺駅

遭糸ヤ抱ヤＤ而窯ＶそＱ里翌セ鯉懸投Ｇ細聴螺や懸逆帥村Ｑ飛わ嵐≪野壇′欄熙

導セ鯉解眼Ｇ側服蟹や雑里貯＝ぐ鳴わ真慧ｓ饉′細郎（ｒ）

）と●旦鮒軸製皿　Ｎ

。そ楔ミ拘統整や恒ぺや各卜杓忘′建郎投部蝕悶抵Ｇ巡貯ミ憶岸′尺州

型抱尽業神ぶ塙Ｇ引本。時とＶＱ樽句総硬役翌円押′年楔翌Ｎさや雫継禅Ｓ旧時楔相

′ｓ堀）０長製やる癒Ю回判抱わせＧ蝕無凹遭冷ヽＧ脱癌″廼細辮無′代―。時と）

Ｑ樽対限態や郎団）倉鰹穐加卿樽還投息′ｓ堰）０選難逆四Ｍｓヽ遭わせＧ帥（。約佃

杓蝕相照）轍怒凹や回判抱く革葉怒軽′週ぷ演鰹軽抵凹や子製０６り。やる）と還終

Ｅ邸卜尊ＶＯ対熊巡親導蕊・ＯＭ′Ｄ翌銀叫徒叫想尊′壇癒埋鮒遵・抵翌Ｇ回後や

）と●里畔把部側肥曝Щ貯ミ憶併　ｒ

耐

。■ヽミく０母６ヽ■明ミ癒図遭糸字照終帥円芯Ｇ郎帥Ｇ耐卜′廼▼Ｑ世洲逆投ぷ蝕悶巡

巡せミ憶併′つ遭倉程Ю■さ摺・蛇翌抱盟蝉Ｇ窓軽帥翠′Ｑ穐′ぺ村憩Ｎ『り楔０６日

。卜村とＶミ拘揮製紙翠円掴やや揺翌Ｇ帥韓細怒賦基弧貯尽電岸Ｇぷ

細鰹統鮒わば継ぐ様雇ぷｔＧ球尽想片′ｓ報ＶＯ対終招服円く析）ヽ紫服Ｇ細照巡や雌逆

Ｈ

。や食や（智ぷｏ．い軍畔せ。智ぷ困せＥ鯉いいＯЩせミ慎岸恐穐Ｅ理

ｏややЩ↓呂憶伴対やもや紙悶螺や雑遭測鰈″楔相。や飛や（饗ざｏ．い報洋せ。型求ぺ母Ｅ鯉ぺヾ卜巡貯Ｈぶ

憶畔憑糸Ｅ鯉弱Ｎ崎Щじ呂ば畔′連磁セ熊′ｓ飛）（響ざや．Ю母併貯。郷求ｏじせＲ品∞百Щ貯高Ｎ軽

俳さ糸士民樹卜Щ叫〓ぺ岸′廼部せ熊収Ｑ巡組磁辮怒′空ミヽ世「韓叫鍬帥」Ｇぐ韻蟹軽眠製回畑へ

。や飛）（智ざｗ雨母岸貯。型ぷｏじ旺把ｏ寸】Щ球Ｈペ

怪岸憑代旺鯉ｏｗ∞盟叫呂電畔′起磁セ鯉′ｓ飛や（智ぷｏ尊ｇ畔貯。型ぷ卜じせ氏寸器巡貯Ｈ弱憶俳

憑穐せ氏い露巡貯呂憶畔′廼黙士鯉棋Ｇ巡畑無辮蟹′他ミヽ逆「韓↓鍬帥」Ｇぐぐ卿ぐ翼蟹軽眠翌「

味郎眠巡規わば帥村食飛′憩ｓ建′劇熊′Ｖやや食。■料と▼尺Ｎ対や飛や杓て〉とＶ倉

岬Ｎ念田禅円掴Ｇ敵抵凹′〓ゆるＶミＯＣ指や対”や■笙邸抱赳巡Ｇ代Ｇ適ミリ′ｓ根Ｖ

ぺ型役ぺやどば抱巡凹禅郎肛）Ｑ翌や逆録叫勾や神距食穐′ｓヽ逆翌Щ忙Ｇ巡田′ぶ堤母

＋ヽ野飛や逆酎測Ｇ綻継規ミ憑食対ヽ逆Щ斜貯熊憶俳や無椛蟹軽無凹飾継榊世軽ぐ遵

ぜ由■ヽそヤ０（智ぷド畳雫俳貯）民型ぷ曽Ｈ趣細聴抵Ю軽逆帥相食飛′（型求▼斜

母併せ）民型ざ君”細ヽ相抵や尊逆ぐぶ鯉′（智ざＷ∞母併貯）民型ぷ骨ヽ↓賦辮抵や巡逆翻

熙′Ｄ預逆（智ぷ☆困ｇ併貯）ミ型ぷ倒「↓蝕抵国ぱ回′対や持）（掴Ｇ盟せミ怪俳対Щ貯

増憶岸）胆せ崎Ｇ日′逆憑拘。■村二ＶＱ樽母ぷ宅呂常わヽせＧ蝕柵抵や雖逆帥村食瑠′わ

せＧぷ∞．ヨ”細ヽ相無や軽遭≪ｓ連′わせＧざ！ゆ週細聴巡や軽逆測熙″Ｄ液逆さ？い役冊

わせЩ貯橿按Ｑ磁抵図ば回′但ぺとやЩ貯骨棋俳′ｓ飛やる総Ю回判逆糸Ю連Ｎわ豊Ｇ蝕

抵凹ｐわせＧ磁肥蟹′楔相。■村野報ＶＱ判遭Ｅ鯉８颯ｗ長）（統翠）鱒終Ｇ盟貯尽憶岸

′建弧熙抵や尊逆（。いる句「駅鍬民無理」卜本）ば尊Ｇ駅黙眠無翌わば紙照巡や懸逆（。（

る対「鮒＝食総」件本）冬螺Ｇ慌Щ理・ハー（本桜・相Ｑ飛′無紺巡や雌逆（。６そ対「ぐ

ｓ連」卜本）終還Ｇ監ぐｓ空′磁相抵Ю懸里（。６と句「劇眠」に本）終螺Ｇ監鰹細廻熙

（牌郎）ば鞭ＧＶｏ製珊里慨嵩細相盟ｕ貯ミ憶伴
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（ 卜 ） ぎ 寄 翌 田 淳 ｑ 討 寄 回 欝 ９ 卜 扇 ０ 輩 ＝ （ 再 こ か ， 酎 さ ＝ 船 ）

再 ｓ が 湘 ０ き さ 丼 裕 寓 鶏 ぶ 湘 朋 卵 Ｓ 珊 丼 再 夕 嗣 高ヽ さ 串 湘 帥 辟 料 が ４ 鞘 併 ｃ Ａ 予 ぶ

仲 併 ツ げ ′ 部 寄 遵 囲 沖 ０ さ 群 回 輝 Ｓ 片 扇 母 避 科 併 ざ 討 ラ 。

（ 例 ） 首 離 罫 苗 撃 料 締 誰 ⑤ 締 卜 （ 榊 欄 ）

ぎ 離 冊 苗 諜 料 齢 華 再 ″ ぎ 爵 冊 寓 前 ラ ハ ／ 研 郎 訂 ４ ｃ フ 部 輔 寓 雫 ｕ □ 郊 付 部 ＄ ハ Ｎ

珊 斗 力 備 冊 淵 裕 畔 い じ さ な サ 訂 削 潮 ば ノ 小 Ｏ Ｗ 部 群 騨 再 剛 排 ｃ 討 縦 回
＞ 寓 服 討 併 ざ い

” ③ ハ 針 ぶ 功 ″ 虻 即 服 討 糊 卒 再 フ 取 郎 再 ４ ｃ Ａ 瞭 沸 寓 お む ざ 心 力 碑 泌 拐 ハ き ０ フ 競

寓 鞘 自 キ い 併 げ ハ 伊 ″ 灘 訂 鞘 宙 Ｃ Ａ ラ い ぎ 部 整 ③ ■ 戸 ゆ 叶 ざ い 力 併 伊 ③ お け さ 仲 併

サ ロ フ ぎ 離 冊 誌 騨 料 齢 撃 吊 潮 岸 併 ざ 討 ラ 。

（ ｏ ） 「 田 抑 辞 」 ０ 学 輸 ③ 糾 柵 （ 測 僻 ）

「 用 い 再ヽ 」 ③ 討 柵 ウ 引 潮 認 母 討 Ｓ ノ 湘 敵 悶 浦 鞘 Ｓ ミ 消 寓 片 も Ａ 料 部 ４ 鞘 併 勝 心 肺

輔 ③ 掛 国 弦 消 さ い ｒ
ｖ 併 ツ げ ″ 「 樹 い 再ヽ 」 ③ 討 柵 沖 α 料 さ ４ 鞘 併 母 が 小 輔 Ｓ 和 茅 童 捕 騨

潮 洲 併 ざ 討 ラ 。

（ 対 ） 剛 輔 部 寄 ９ 童 扇 （ 沖 敵 じ

紳 欄 畔 料 尋 ハ 予 ぶ 巡 酎 ■ 寓 ノ 再 ｓ が 淑 吊 け さ 軒 ＄ 母 料 尋 Ａ 予 ぶ 節 口
＞ 再 フ 湘 朋 卿 料

さ ③ ４ 鞘 併 げ 母 ラ 珊 ″ 岱 Ｓ 劇 欝 予 母 潮 認 寓 引 併 ざ 討 予 。

（ ∞ ） 茄 溺 闘 コ 併 付 か 涌 抑 ９ 輯 認 さ （ 弔 こ 料 ）

湘 那 邸 料 か ０ ４ 鞘 併 競 ぶ 湘 那 畔 「 群 講 罰 テ 「 ） ｗ 対 対 テ 「 測 爵 漸 浦 報 テ 「 用 十 刑 テ

「 繭 罰 前 」 沖 ０ 「 濁 誌 拶 ド ぶ 部 品 」 （ Ｗ 引 「 ｏ 湘 郎 」 併 ラ ゆ じ 寓 爾 ＝ げ フ ト ざ Ｗ 学

Ｓ 湘 帥 再 湘 那 卵 料 番 ③ 準 鞘 併 げ 競 予 ｒ
ｖ 併 併 併 ざ 討 ５ 。 母 廿 「 器 講 罰 」 再 も ラ Ａ 吊 ′

岡 罰 ０ コ 珊 覗 寓 本 騨 併 母 さ 螢 蒔 Ｓ 測 排 母 柵 鞘 じ 尋 げ ざ 討 ラ 。

（ ｃ ） 甫 調 革 ０ 敵 Ｈ 詩 （ 汁 敵 ）

甫 湘 逆 吊 ″ 罰 型 湘 岸 併 併 ざ 討 ラ 。 丼 前 フ な け 付 お も 耐 湘 畔 奇 〕 紺 口
＞ ③ 鵬 捕 寓 も 予

バ 吊 フ 滞 Ｓ Ｏ ツ げ ⑤ 叶 ハ ③ 併 廿 ｓ 併 防 ざ 討 写 。

○ 　 さ 爺 割 サ ０ 時 中 田 凝 ― ア ヽ 沸 蔀 ③ 那 鞘 訂 俳 碑 部 寄 ｃ 討 紺 ↓ 戸 爾 ぶ 仲 併 併 ｃ ′ さ

群 潮 サ げ Ｎ 十 田 ゝ ― ア ヽ 受 卜 課 ざ ハ ５ か 取 州 訂 隣 中 ざ 爺 ば 討 締 口≫ Ｓ 甫 湘 革 再 フ め

端 即 郎 小 耐 併 キ ぶ ｒ
ｖ 併 。

⑥ 　 淋 コ
＞ 甫 戯 ・ 都 ヨ 那 珊 Ｎ ＞ 斗 １ 卜 裕 ③ 蕊 滞 Ｓ 取 洲 畔 供 回 キ ぶ 縦 日≫ 吊 フ 甫 湘 扇 辞 油

岸 辞 Ｓ 取 鞘 （ 部 謝 ヨ ツ ０ 時 中 田 凝 ― プ ヽ 沸 蔀 Ｓ 抑 鞘 寓 爾 か し 寓 伊 備 さ 寄 げ 討 縦 コ≫

Ｓ 弾 ″ 甫 湘 革 Ｓ 服 乱 母 訓 じ い 仲 併 併 げ ″ 甫 湘 扇 蒔 甜 Ｎ 辞 Ｗ 引 Ｓ 郎 鞘 高 雄 斗 ぶ 部 群

高 ４ げ ハ 声ヽ 甫 湘 逆 ③ 珊 前 畔 製 じ 母 ラ 仲 倍 。

③ 　 脚 欄 訂 廿 尋 い 甫 湘 革 Ｓ 服 部 寓 潮 げ ハ 再 ′ 岡 割 Ｓ コ 珊 覗 ③ 那 奇 母 ヽ 脳 併 げ フ ｋ 即

・ □ 球 覗 訂 「 甫 湘 功 ヽ 相 対 囲 報 番 馴 コ 」 ⑤ 測 難 母 ゝ 脳 併 キ ぶ 付 併 。

⑥ 　 時ヽ ｓ が 高 前 年 か 討 湘 革 Ｓ 服 ＝ 再 測 ば Ａ 再 フ ｏ 漸 帥 寓 雨 討 対 ぶ 仲 併 併 ば ノ 雌 鞘 ｏ

湘 那 寓 恭 ぶ 同 割 ⑤ コ 珊 郎 ヽ 端 併 キ ぶ ｒｖ 併 ｏ 郎 討 ′ コ ー 帥 期 訂 対 キ 心 耐 湘 革 Ｓ 服 削

力ヽ 序 口 高 Ｈ 回 Ｓ 鎖 併 キ ぶ ｒｖ 併 。

ぃ 「 汁 闘 」 併 吊 ″ 湘 騨 ″ 轟 ｓ が 沖 ０ き さ 郎 裕 Ｓ 勝 ハ 再 料 闘 キ が 付 ラ ｕ 珊 瀑 ハ 針 い 。

∞

⌒
 

ω

③ 　 部 副 判 副 ０ 部 群 郵 高 じ ラ Ａ 再 フ 甫 湘 Ｓ 耐 舟 畔 畳 認 寓 描 締 ハ 中 母 ラ 仲 併 サ げ ″ 甫

湘 革 Ｓ 服 削 準 鞘 準 併 斗 ぶ ｒｖ 併 。

（ さ ） 洋 珊 コ 滞 獅 ０ 希 爵 鵬 郁 ⑤ 盟 認 詩 （ 部 湘 コ 淋 加 ）

ふ 湘 コ 滞 獅 再 じ ラ ハ 再 ″ 湘 罰 淑 再 ぶ 諭 ③ ふ 湘 Ｎ 爺 卜 ヽ 糊 厳 掛 田 Ｓ 伊 Ｓ 訂 爾 げ ざ い

ラ フ 「 球 湘 コ 滞 獅 ０ 湘 那 邸 希 部 脚 捕 」 （ 相 爵 寓 付 ｃ 温 悩 コ 崩 灘 油 ８ 悩 ８ ｏ 帥 洞 付 Ｗ

Ｓ 戯 希 溺 酌 帥 前 習 ） 訂 引 併 ざ ハ ラ い 脳 捕 母 耐 卜 汁 母 珊 功 並 ぶ 討 Ｓ ″ 同 封 沖 ０ 柵 灘 滞

獅 時 丙 ４ げ ハ ノ 雌 即 脳 捕 畔 舶 ４ キ ぶ 片 ｕ コ 習 戯 酎 畔 図 げ ざ 討 ラ 。

都 寓 ″ 饗 悩 滞 獅 再 じ 予 ハ 再 ″ 滞 節 淑 再 肺 輔 ③ ふ 湘 醍 奇 卜 ヽ 粗 競 掛 田 畔 潮 認 さ 対 ぶ

併 備 伊 再 ″ 困 寄 沖 α 柵 評 滞 獅 時 訂 型 ｃ Ａ ′ ド ③ 掛 田 畔 価 ４ 斗 ぶ 片 ｕ 画 習 ぎ 酎 畔 図 げ

ざ 討 ラ 。

価 コ 石 囲 ギ い 習 薄 ▼ 百 じ ▼ バ

Ｈ ） 囲 寄 言 持 い コ 珊 船 ９ 那 キ 柵 鞘 辞 （ 沖 闘 ）

○ 　 【 畔 こ 料 口 餃 さ 琳 珊 ０ 齢 ゆ

ぎ 湘 ⑤ ロ ツ げ ∞ サ 温 耐 麟 甜 訂 加 郎 寓 挫 ｃ ハ 講 部 ３ 再 部 寄 シ ヽ 粗 あ け さ ｒ
ｖ 併 高 も

写 Ａ 同 期 高 判 コ 珊 畔 弟 Ｓ フ 雌 即 同 寄 功 刊 □ 珊 げ 討 耶 ③ 調 副 那 岬 ⑤ 謝 辞 畔 ヽ 端 併 併

ざ 討 予 。

① ・　 脚 騨 Ｓ 飾 け

灘 □ 淑 轟 却 討 再 ４ キ い さ 輔 寓 も 予 Ａ 臣 ノ ぎ 回 サ け 回 珊 岬 Ｓ 弟 手 畔 ゝ 脳 併 ｃ ″ 受

ぶ ω サ 洵 （ コ 珊 げ 討 □ 功 油 Ｏ Ｓ コ Ｗ 鄭 ③ 紺 じ 再 夕 眠 即 洵 ０ 側 ヽ 通 Ｓ 洲 ロ フ コ 那 ば

討 □ 功 ｈ Ｓ Ｓ 口 Ｗ 弔 Ｓ 縦 日
＞ 吊 フ ｋ 即 洵 ③ い け 油 求 Ｓ ｈ Ｓ 洲 田 ） 畔 講 儀 ｃ ″ 測 高 さ

爺 母 奇 ｕ 縦 コ≫ 高 サ ラ ハ 伊 ″ 加 郎 訂 ４ ｃ バ 諜 部 さ 寓 き 詳 功 ヽ 用 ハ 雛 ぶ い 併 訂 囲 対 ぶ

嗣 寄 Ｓ コ 珊 覗 ③ 弟 奇 付 ヽ 端 併 研 き 討 予 。

① 　 コ 帥 咄 僻 赳 ン ４ か 嗣 雪

洲 悩 フ 弔 ｓ が ′ 母 さ 丼 ＄ 河 ０ 羊 湘 コ 滞 獅 寓 粛 ぶ 湘 那 卵 再 囲 斗 ぶ 回 珊 岬 畔 剛 ン あ

碑 ぶ 岡 割 再 ′ 欄 ミ 準 翌 淑 再 学 逆 付 摘 部 ＋ ぶ 困 寄 訂 翻 討 併 ざ 討 予 。 き さ 申 Ａ ″ コ 珊

岬 再 弔 回 珊 Ｃ 討 同 寄 Ｓ 摘 部 即 湘 逆 さ Ｓ 訓 難 轟 畔 理 尋 Ａ ラ 討 札 中 討 写 。

⑥ 　 耐 翔 隷 囲 沖 α 部 寄 割 所 け 年 か 搬 卜 制 劇

洲 僻 ′ 再 ｓ が 沖 ０ 針 き 郎 裕 再 鶏 い 湘 那 蝉 裕 Ｓ 押 欝 ラ 寓 前 予 ハ 吊 フ 将 ③ 帆 対 辟 滑

岸 併 ざ 討 ５ 。

「 ） 都 討 ③ 部 寄 割 寓 廿 ラ ハ 部 謝 母 料 尋 い 力 碑 Ｗ Ｓ 部 帥 畔 爺 ｕ ｒ
ｖ 併

ヽ ） 都 討 Ｓ き 爺 割 再 前 ラ バ さ 謝 母 紳 尋 ぶ 九 碑 Ｗ Ｓ 亜 引 母 奇 ｕ ｒ
Ｙ 併 ③ 雄 航 併 げ Ａ ″

ゆ 酌 小 ０ 辞 翌 剛 ｒ Ｓ 己 餅 母 音 漸 キ ぶ 仲 併

】 ） 取 球 寓 洋 ば 都 削 ③ ざ 謝 割 高 廿 ラ バ き 爺 畔 料 尋 が 力 備 Ｗ Ｓ 齢 却 裕 畔 爺 ｕ ｒ
Ｙ 併 Ｓ

雄 航 併 げ ハ フ じ 帥 ド Ｓ さ 聖 剛 卜 ③ 世 餅 母 浦 付 対 ぶ ｒ
ｖ 併

剛 湘 藤 測 ③ 囲 封 ツ コ 那 卿 赳 難 寓 球 キ い 騨 詳 母 料 尋 押 ぶ 仲 併

ざ 詳 割 畔 田 部 慈 囲 併 ― 宗 番 勝 誦 郎 併 ぼ フ 淑 吊 囲 湘 藤 囲 併 ― 硝 Ｓ 母 講 取 畔 爺 ゆ

ト



Ｃ

。と世ミ拍利

終捕相対日やどセ尺讐逆匝雑′Ｄ偲蝶抱（鯉撃や■く耐憑皿Ｎ甜Ｎぱ終神亜楔かぶ

憔）鯉ぷ栄逆増匝利賠鯉螺′楔ヽガか世ミ鞄対総嫌Ｎ対りや■準翻抱賠悠螺Ю二Ｖミ

拘謡耐逆冊卜紙最瑠匝′ＶＤ按逆伝達思わば神追螺Ｇ）綱６ぷ野障Ｎ磁辮抵や懸遭

帥ヽく飛わば憩ぶ廼′お糸利日や飛）持Ｇ神鯉捜や飛やЩぐＧ巡回やそ▼ミ鞄綿緯

逆服卜紙Ｒ卿匝′担ＧやミＶミ鞄利句りやヽ準細杓賠終螺′きヽ逆（Ｒ瑠叫芯螺凹

唄怒軽押弱ぷ劇Щいざ景３【賦総凹軽匝【Щ骨貯樹低俳）「）をＱ逆帥陣帥鞭榔Ｇ

鯉棋Ｇ蝕辮無や懸遭終螺Ｇ艦Щ増，外～（卜け・製食代わば監ｓｅ杓′艦ｓと」

（帥稲ぐ鳴口くいと）導終柵Ｇ準翻Ｇ暗や還（∞）

。と楔ミむ０継杓肥無るにＧ迎・窓爛め駆逆投基Ｇ

帥期閑Ю軽遭鯉棋細紺抵′増匝対＼甲臣卜Ｇ鮒継ぷ抵凹蟹軽飾翌駅■ＧＶ♪極遭

セ翌Ｇ相抵′廼）とＱ遭磁相巡や巡逆蠍郎眠抵空わ尽鮒村食飛′ぐ野廼′細熙　◎

ガ↓Ｈ求ゃ代β卜ヽ

謡Ｎ鮒謎〉擦杓ば鞭′０悪謡逆棺帥牛壇′）Ｄ按逆鮒伸窓基′連ぐぶやミや峰終

円部Ｇ帥Ｒ瑠や卜則極逆敵相抵′勾樽眠鍬民抵空わ尽甜榔食飛′ぐ野廼″翻熙　⑥

。そ世ミ拘照冬や鮒外～て

ヽ―指′Ｑ穐′０も蝶遭神蟹軽杓ヽ～体蕊却′遭ｐ用対やヽ準測Ｎふ～体Ｇ尽キ

螺駅蝉鮒懸ばや禅母郎鳩遭蟹や■抱細榊Ｇぐ遅キ継徒神蟹軽′壇ＶるＱ逆測熙　③

。そ梃ミ拘叶セ杓饗細格器却Ｖめ預逆相冨基′（「やれや縫摺細罹ＶＤ長遭

ほ眠娯わばほせ部や軽遭蠍黙眠限規逆わ料神達買わば押絡睡Ｇほ終買終神窓基　⑤

。と世ミ鞄控按逆脚瑠′Ｄ翌摺懸Ｎ帥壇預やど

根遭ぷｔ′理ぺＧ（盟巡細絡）巡響韓処Ｇヽ帥雫雌円く′勾禅やヽＲ瑠ＮＲ控細観

期理や■按逆巡熙帯盤穏ヽ獅′ＶＯ按逆榊蟹軽翌ＱｔＮ巡蝶韓担烏■肛遭招継円に

′里や利用や■掻車や尽採細胡紳翠Ｇほ眠緊わばほ尊認や軽逆吐郎眠巡翌逆わ料

神終ミヤ忘達螺Ｇ帥村食飛′ぐｓ壇′逆盤匝句塩鼠駅・艦凹字唄駅・極謎抵凹　⑥

。と世ミ拘準細β糸『日を神終喜苺細観紺蝉Ｇ回′）とＱ逆採

服円にや■皿逆敵辮巡や尊逆蚊鍬眠抵規わば帥弧ミ飛′≪ｓ廼′楔村。そ程ミ拘

翌想杓照按倉佃抱帥円部巡規′冷葛やむ謡Ｎ廻報Ｇ増匝利極選抵凹窓軽程ゃそ利

や■引挫歴最慨―和翌棋細肥抵や巡逆（。約“やく日ぶ楔ＯｔＮ招維円時終伸絡眠Ｇ

ほ終ミ）に悠螺わば神終螺楔Ｑｔ抱雫維円時′
く
口ぶ楔Ｄ想ぷ代係継Ｈく′Ｄ翌樹

や軍終細胡緋理Ｇ眠（Ⅸ）対Щ代翠や■転遭栄服円にや■極遭蝕相抵や雑逆翻熊　○

（駅鍬眠蟹喪′瑠ポ）翌縛Ｇ柳胡帥製やヽ里斉ｔ（卜）

。と楔ミ拘翌終珊抱ｔ釈窯難帥黒審抵総わば帥革思Ｇて神姫′やＶＤ

按逆神悠螺Ｇ甜村Ｑ飛′憩ｓ連′憑穐句”や二）ミ拘（（債尊巡蝕駅）翌終婦峰巡か

孜逆神馴鮮起ＶとＱ逆帥霊思）翌総柵終ｔ巡葉離ｐ）をＱ逆帥暮懸や■極逆側熊壇

憑糸Щ叫飛憶併′ぶ根Ｖミ恐どと総淵終峰巡葉難Ｇ帥尊思′連）Ｄ預遭駆遵抵幽

（帥＝ぐ瑠口ば３担）導終鵬Ｇ建釈帥軍罫尊思Ｇて神硬（ｃ）

い

。そ樫ミ拘Щ運抱終嫌窓穏や■積遭神亜′Ｄ刺剣りそ樽どと廼

ミど樽せＮ服匝Ｇ神硬′Ｄ冨謡逆癌帥Ｎぐ遅悠螺′ｐ積逆神鞭′担押終螺′楔村

杓と程ミ拘円ぷ逆と緊麟Ю■利用用とやどと

笹ミとや０悪穏Ｄ按遭神距終神悠螺′）とＱ逆（飾句日や飛終ぐぶやや対興弧間皿

鱒細廼遭ぐぶ世Ｇや利くは按Ｇ悟継蟹基）る機逆細榊Ｇ神蝕態′対日と樽拘や眠掴

鰹基壇く
日ぶＧ〓抵空や極謎無田）郎帥服煙Ｇく
回ぶ６ｔＮ追螺）０眠寵や怒基抵製

（瑠ネ）導碍僻雰濡Ｇ冊郎帥肛択Ｇ佃いや卜眠寵伸蟹軽眠翌（ｏ）

。と程ミ拘句≡盛麟や■東蝶贈―遭幽回Ｇ婦Ｎ岨ぐ艦蝉翻廻

熙く規日翠Ｇ蚊悠廻摘贈′建）とＱ逆ミⅨＧ‘監軽測廻熊ゆるＶＤ唄悠逆細濫蝉

細卿熊く規日翌Ｇ蚊控卿摘難″怠理や図杓頌轟Ｇ葉黙昨赳黒わば翌眠鯉Ｇ終帥

対媒媒ＩＧて倒回珊甲叫無塩蝉榊卿熙く択回翠ＧＬ壊判縮貯　①

。そ樫ミ鞄に窓′血Ю■判蔀Ｎ最監，Ｎ帥Ｇ‘帥維冊や「

遭煮本くＫ神硬Ｖそ饉Ｎぐぶそ禅建和抱ヤ勾やや飛や田皿く徒叶遭ぐ電Ｇ困寒哀

わぺ「熊ミＧ（最蝉叫唄冨軽神弱狼劇唖いさ尽ざｏ賦巡軽回腐駅ｏ貯黒想岸）

「ＶをＱ逆敵相巡や軽逆終螺Ｇ塩鰹翻卿熙」′谷ヽやミや峰終頃卿楔Ｑぐ遭頭Ｋ器洲

′終やぺＮ対頭Ｋ終対日や卜岳監・ヾ帥世帥服母や判楔０艇摺Ｎぐ電達ミＧ念Щ

へ【後ヽ皿禅亜逆蟹Ｇ悠恨Ｇ巡哨Ｇ只珊′連）とＱ逆服ＩＧ磁紺抵Ю懸里劇熊

習縦Ｇ岳監・甲帥Ｇて帥維■やヽ里煮本くＫ鞭鞭　○

（榊鮮）円語Ｇ縦電Ｇ帥慨ぷ（寸）

。そ世ミ鞄長岬Ｎ磐博小く耐や「や

鞭聴細押冬螺」逆帥継母′起Ｖめ極遭指維Ｇ蝕辮抵や思逆帥村食飛わばぐぶ廼

艇選Ｇ翌則神鰻螺　③

。と世ミ食峰和円ぷ樽郎ヽＧ帥やヽポ生～局抱ヾ眼ば

Ｑ糸′０翌終捕抱縮耐Ｇぐ遅蛭螺わば田Щ貯（卜望）煮墨冬螺′口Щ貯怒慕″唖

駅せぶ巡′国Ｋぶ頓′ヾぶ弧Ｇ蝉析畑Ｊ↓ｐ対対的■長岬Ｎ攣「（伸矩抱ヾ翌ぐ冨

軽帥照・四総ば駆選巡凹）に照ぷ肺瑠恵」ヽ）ヽ０極遭指服Ｇ磁相無や思逆測熊

摘耐Ｇ帥図匹眼斌，岬唖賦Ｇ翌続組　①

。と製ミ約長押や「嬰生―日眠選睡ぐ眠蒋増」わ

ば「嬰や鞠鰹樹Ｇ神距わ尽忘終捜」′「暉ド鞠緯岬Ｇ眠蝶卿神距」逆帥継母鯉Ⅸ

黒製Ｇ帥攣い鞭牌慨　○

（四報）円樽Ｇ帥牌＝翌拭（ゆ）

。こ楔ミ拘翌霊維や帥胆匝′冷ヽ

ゆ伸鞄く耐や（奏嶼ヤ楓酎程Ｄ剣そ禅終郎叶巡規や洲卿やヽ逆艦皿）翌鯉製Ｑ削逆

冊匝後塩凹′倉世やや鞄Щ運Ｎに理Ｇ終螺やヽ逆艦凹捉かＲ脈念十や譜楽Ｇ押破

（帥村ぐ鳴”ぐｓ趣）掌軍維Ｇ招控帥服匝（Ｎ）

対日いｔＮ（終ミ照皿）達螺や■枝逆甜巡螺Ｑ神悠螺　（長

母日




